
準備、準備、準備

ライオンズのリーダーであれば、クラブ、地区、複合地区、あるい
は国際レベルでできる限り優れたリーダーとなるためには、勉強と
準備に有効に時間を使わなければならないことはご存じでしょう。
準備に投資すれば、実力が最大限引き出されます。目標達成のため
にかかる時間も短縮でき、そのためのストレスも軽減できます。そ
れこそがいわゆる「効率的なやり方」なのです。

効率を上げるために、準備は不可欠です。始めは退屈で、時間を無
駄にしているようにさえ感じるかもしれません。しかし、準備こそ
が、実りある成功と、単なる疲労との明暗を分けるのです。

次のことを考えてみてください。

• 準備により、やる価値があるかどうか判断することができま

す。適切でないプロジェクトや仕事に取り組むことほど時間を
無駄にすることはありません。ですから、まず始めるに値する
かどうかをチェックしましょう。それは、時間と資源の最善の
活用法ですか？誰かに委任できますか？目標達成により近づけ
るプロジェクトが他にありませんか？  

• 準備により、最も能率的なやり方を見つけることができます。

始める価値があることが分かったら、次は最も能率的な方法を
見つける必要があります。準備をしない人は、最初に思いつい
た方法や、最も馴染みのある方法を使います。しかし、より優
れた、迅速な方法が他にある可能性は大いにあります。よく調
べて、そうした方法を見つけましょう。良い手段の一つは、他
の優れたライオンズ・リーダーのやり方に目を向けることで
す。模範をいくつか見つけて、それぞれの方法の長所と短所に
注目しましょう。特に、自分の知っているやり方と根本的に異
なる方法に注意を払います。そして、最も良い手段を合わせ
て、自分のスタイルや状況に合った方法を見つけましょう。

• 準備により、チャンスを掴む用意ができます。具体的なプロジ

ェクトや仕事がある時にだけ準備するのではなく、常にリーダ
ーシップ能力を磨き、知識を深めるように心がけましょう。学
び続け、成長し続け、アンテナを張り続けましょう。こうする
ことで、チャンスがやって来た時にそれを掴むことができま
す。運は、準備とチャンスがぴったりと合った時にもたらされ
ることを忘れないでください。これは魔法の公式ではありませ
ん。ひたむきな努力がもたらすものです。時間と労力を注ぎ込
んで準備をすれば、必ずその甲斐はあるはずです。

元バスケットボール・コーチのボビー・ナイ
トは、これをうまく表現しています。「準備
は、どんな試合においても勝利の鍵。準備し
ようという意志は、勝とうという意志よりも
ずっと重要だ。」

ライオンズのリーダーとして、学習、観察、
勉強、実習などに自由に使える国際協会の研
修や育成の資料をご活用ください。そうすれ
ば、あなたのリーダーシップのもと、ライオ
ンズは勝者となるでしょう。   
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2012年度国際大会 - 
韓国、釜山

リーダーシップ部のブースにお越しください！
釜山展示コンベンションセンター（BEXCO）

ライオンズクラブ国際協会のリーダーシップ・
プログラムに関する皆さんからの質問に答え、
皆さんからのアイディアを聞けるよう、大会期
間中、リーダーシップ部の職員がブースでお待
ちしております。2012～2013年度の様々な情報
資料が用意された、釜山展示コンベンションセ
ンター（BEXCO）内のブースにぜひお立ち寄り
ください。一同、皆さんとお会いするのを楽し
みにしています！



第二副地区ガバナー研修プログラム

第二副地区ガバナー研修プ
ログラムは、オンラインの
課程とワークショップのカ
リキュラムの二段階から成
る複合的学習プログラムで
す。国際協会の全公式言語
で利用可能なこの学習プロ
グラムは、複合地区が地域
の第二副地区ガバナーのニ
ーズに最も適した形式で研
修を実施できるよう柔軟性
が持たせてあります。

第1段階は第二副地区ガバ
ナー・オンライン研修で、

リーダーシップ情報センター内にあります。このオンライ
ン自習モジュールは、地区役員にチームとして接するアプ
ローチの確認、職責の概要説明、地区ガバナー・チームと
GMT／GLTの間のチームとしての関係検討を行うものです。
第二副地区ガバナー研修ワークショップは、職責と指導力
育成に関する対話型のカリキュラムを提供します。

この新しいプログラムに関する詳細については、所属複合
地区GLTまたはGLTエリアリーダー、もしくはライオンズク
ラブ国際本部の研修資料学習課にお問い合わせください。

クラブ役員の研修

オンラインの「リーダーシップ情報センター」から、クラ

ブ役員の研修を企画する上で役に立つ情報が満載の「クラ

ブ役員オリエンテーション」ページにアクセスするよう勧
めるEメールが、1月末に地区GLTコーディネーター宛てに
送信されました。 

ここには、地区レベルのクラブ役員研修に利用できる講師
の手引や、配布用資料、オンライン資料に関する情報、プ
レゼンテーション用スライドなどが掲載されています。

クラブ会長、クラブ幹事、クラブ会計の各役職の具体的な
役割と職責を取り上げた自習用の個別オンラインコースも
「クラブ役員オリエンテーション」ページからご覧いただ
けます。

年間の指導力育成計画にぜひクラブ役員研修を優先的に盛
り込んでいただき、またクラブ役員を優れたリーダーとし
て育成する上でこうしたオンラインの情報資料をご活用い
ただければ幸いです。

新登場プログラム：ゾーン・チェアパーソン研修プログラム

ゾーン・チェアパーソンの多彩で独特のニーズに対応すべ
く、リーダーシップ部で
は新たな研修プログラム
を開発いたしました。国
際協会の全公式言語でご
利用いただけるこのプロ
グラムは、地区によって
二つの実施方法をお選び
いただけます。オンライ
ンの自習教材で構成され
るオプションAと、オンラ
インコースと事前課題、
そして講師が進める研修
ワークショップの2段階混
合学習アプローチで行わ
れるオプションBです。 

プログラムには、三つの主要な部分があります。 

• ゾーン・チェアパーソン・オンライン研修は、この

役職の職責と課題に的を絞った自習モジュールで、
その任務を最大限に果たすため利用できる情報資料
も取り上げます。 

• ゾーン・チェアパーソン研修ワークショップ事前課

題では、次期／現ゾーン・チェアパーソンに、クラ
ブ及び地区レベルのライオンズとコミュニケーショ
ンを取り、ゾーン内の現状について情報を収集・分
析することが求められます。事前課題で集めた情報
は、研修ワークショップの際に個別の計画立案及び
グループ活動の参考として利用します。 

• ゾーン・チェアパーソン研修ワークショップは、

四つの参加型研修セッションで構成されます。
トピックは次のようなものです。「ゾーン・チェア
パーソンの役割」、「レベル間コミュニケーション
の促進」、「『クラブ・コンサルタント』としての
役割」、「成功するための目標設定と行動計画」

この新しいプログラムに関する詳細については、地区GLT
またはGLTエリアリーダー、もしくはライオンズクラブ国
際本部の研修資料学習課にお問い合わせください。

準備するのを失敗することで、
あなたは失敗の準備をしている

のだ。

ベンジャミン・フランクリン
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ウェビナー最新情報

ウェビナーの参加者は増加中で、「新会員の勧誘法」を取
り上げたウェビナーでは英語圏及びスペイン語圏から300
人を超える参加者がありました！バーチャルに行う研修か
ら学んでいるのは参加者だけではありません。多くの参加
者は、ウェビナーに参加できなかったクラブや地区の会員
たちと資料を共有しているのです。ウェビナーに関する情
報や評判が広まり続けるのと同時に、今後も登録者数は増
え続けるものとみられています。

今後のウェビナーでは、次期クラブ役員の研修に注目しま
す。新WMMRサイトの公開を控え、クラブ幹事及びクラブ会
計研修セミナーではいくつかの仕事を行う際のヒントを紹
介します。新しくなった報告サイトの機能を使いこなす方
法を学び、また実際のデモを見ることができます。 

全ウェビナー開催日程の閲覧と登録を行うことのできる
「ウェビナー」のページをぜひご覧ください。簡単な登録
フォームを提出すれば、あとは自宅に居ながらにして経験
豊かな講師による研修を受け、世界中のライオンズと交流
ができる機会が待っています！

「リーダーシップ情報センター」利用者増加中

毎月、何千人というライオンズが「リーダーシップ情報セ
ンター」（LRC）を利用しています。数え切れないほどの
便利なツールや情報資料、もうご利用になりましたか？
LRCは、あなたの個人的なリーダーシップ技能を高めると
同時にライオンズの知識を深め、さらにあなたの周りにい
る人たちの技能や知識も高めることができる場所です。

「ライオンズ学習センター」から、幅広いリーダーシッ
プ関連トピックのオンラインコースをご受講ください。
次回の例会で使えるプレゼンテーションをお探しですか？
「研修教材／資料」のページには、ニーズに合わせて手軽
に利用できるパワーポイント・プレゼンテーションが揃っ
ています。音声ポッドキャストや世界中のライオンズのリ
ーダーシップ成功事例が満載の「指導力育成関連コミュニ
ケーション」ページからは、最新情報を常に得ることがで
きます。

「グローバル指導力育成チーム」のセクションには、
GLTの詳細な情報と、便利なガイドやツールが掲載されて
います。近日開催予定の研究会や新しいウェビナーの情報
をお求めですか？研究会・ウェビナーの開催日時がすべて
掲載されている「育成プログラム」セクションをご覧くだ
さい。

これだけたくさんの情報が詰まったLRCに、多くの利用者
が集まるのも納得です。あなたも今月、「リーダーシップ
情報センター」の多くの利用者に加わりませんか？
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講師育成研究会修了者

講師育成研究会は有能なライオンズ講師の育成およびその
数の拡大に力を注ぐものです。講師育成研究会の修了者に
は、研究会で磨きをかけた指導力を活用し、地域での研修
会やワークショップ等で講師として務めることが求められ
ます。

2011～2012年度講師育成研究会を修了した下記の皆さん、
おめでとうございます。これら修了者の皆さんは、ライオ
ンズのリーダーシップ関連研修・育成プログラムの質と全
般的効果を高めるため、必要となる技術や概念に重点を置
いた、4日間にわたる集中プログラムを修了しました。優
れたリーダーシップへの献身の志を持った修了者一人ひと
りが、各地における研修プログラムにおいて貴重な人材と
なるのです。

オーストラリア・アデレード：2012年1月13～16日
201C1, Australia, Brian Marshall
201C1, Australia, Frank Gratton
201C1, Australia, Megan Butler
201C2, Australia, Bryan Hearn
201C2, Australia, David Thomas
201N1, Australia, Jennifer Bower
201N3, Australia, Margaret Pearce
201Q1, Australia, John McCrae
201Q2, Australia, Patrick Lynch
201T1, Australia, Amanda Olson
201T1, Australia, Keith Allcock
201V2, Australia, Grant, Dennis
201V2, Australia, Phillip Johnson
201V6, Australia, Hedley Moon
201V6, Australia, Les Harrison
201V14, Australia, Robyn Falloon
201V14, Australia, Kevin Tait
202K, New Zealand, Deidre Bridge
202K, New Zealand, Christine Ford
202K, New Zealand, Richard Simmons

コンゴ民主共和国、キンシャサ：2012年2月7～10日
403A2, Togo, Andre Gbadoe
403A2, Ghana, Gloria Lassey
403B, Congo, Francis Ivan Mpoussa
403B, Cameroon, Serge Constant Ebene
404, Nigeria, William Park
404A, Nigeria, Kola Oyekanmi
404A, Nigeria, Laitan Onolaja
404A, Nigeria, Sylvie Onukaogu
404B, Nigeria, Stella Agbogun
404B, Nigeria, Adesokan, Ayoade
409, Democratic Republic of Congo,

Jean de Dieu Ngoie Koko
409, Democratic Republic of Congo,

Andre Paluku Kavula
409, Democratic Republic of Congo,

Roger Balak’ompandje
411A, Kenya, Murtaza Dungarwalla
412, Malwai, Faisal Karim
413, Zambia, Daniel Zyambo

デンマーク、コペンハーゲン：2012年3月2～5日
101A, Sweden, Anna Maria Bernstein
101A, Sweden, Mats Granath
101A, Sweden, Mikael Sonner
101S, Sweden, Eva Persson
103SW, France, Carole Charon Domenach
104C, Norway, Hilde Straumsheim
104F, Norway, Yngve Lindgaard-Berntsen
105D, U.K., Linda Picton
105E, U.K., Paul Stafford



105SE, U.K., Rob Pullinger
106A, Denmark, John Jagd
106D, Denmark, Ole Rubach
108IB1, Italy, Rosario Marretta
109A, Iceland, Kristjan Kristjansson
111N, Germany, Petra Hanert
111N, Germany, Christiane Lafeld
112B, Belgium, Pierre Boets
112C, Belgium, Nadine Verhoeven
115CS, Portugal, Maria Gabriella Fernandes
117A, Greece, Penny Emmanouil
118K, Turkey, Oral Ozeken
132, Macedonia, Zvonimir Cvetanovski
Undistricted,Ukraine, Andrii Kameniev

カナダ、オンタリオ州オタワ：2012年3月9～12日
1J, USA, James Addington
2S3, USA, Angela Nicholson
2X1, USA, Carolyn Dorman
2X3, USA, Lawrence Sanchez
4A2, USA, Betty Morris
4C3, USA, Dennis Grotrian
4C5, USA, Derek Ledda
4C6, USA, Karen Fillmore
5M4, USA, Deborah Harms
5M9, USA, Bruce Beck
6NE, USA, Ronald Lockner
11C2, USA, Karen Routson
11E1, USA, Richard Perrin
14E, USA, Thomas Gregg
14U, USA, Judith Dudley
18F, USA, Kembra Smith
20K1, USA, Alvin Brereton
22D, USA, Ralph Schieferstein
23A, USA, Mark Lyon
24A, USA, Dennis Kelly III
25A, USA, Richard Silveira
25G, USA, Marty Juel
30M, USA, Reba Bland
37I, Canada, Margaret Bouchard
46, USA, Jack Epperson
A2, Canada, Allen Snider
A4, Canada, Shelley Gauthier
A12, Canada, Chris Lewis
A16, Canada, Jane Taylor
N1, Canada, R Douglas Small LN31 JA 3/12

GLTからのクラブ支援

地区GLTに、あなたのクラブの指導力育成の
ニーズを支援してもらうことができます。
クラブ役員が7月に自信を持って任期を
始められるように、クラブ役員研修開
催の手助けをしてもらうこともできま

すし、クラブ向上プロセス（CEP）ワー
クショップを進行するCEPファシリテーター

を手配してもらうこともできます。CEPワークショップでは、地域
社会奉仕ニーズ調査を行い、地域で求められている奉仕を行うこ
とをクラブの会員に呼びかけることが可能です。

また、GLTはクラブが地区や複合地区と連絡を取り、クラブの会
員一人ひとりにプロジェクトや会議について情報が行き渡るよう
にすることでクラブ会員同士のコミュニケーションを円滑にす
る手助けをします。 地区GLTは、クラブ会員と分かち合えるよう
な、リーダーシップ研修行事の予定などに関する情報を持ってい
ます。

以上を含む様々なクラブ支援の方法については、地区のGLTまでお
問い合わせください。

ちょっとしたアイディア

15地区（米国ワイオミング州）は、昨年11月に初めての地方ライ
オンズ･リーダーシップ研究会を開催しました。研究会の会場は、
アレン H. スチュワート・ライオンズ・キャンプ。参加者は、研
究会で培った技能を即実践に移して、キャンプの管理事業を行う
ことにしました。参加者は二つのチームに分けられ、説明の一切
ないプロジェクトのリストが渡されました。各チームは全体のリ
ーダーを一人選出した後、目標を設定し、プロジェクトを完了し
ました。参加者全員が、このアクティビティは研究会のハイライ
トのひとつだったと語っています。学んだばかりのリーダーシッ
プ技能を実行に移す、ちょっとしたアイディアです。 

お便りをお待ちしています！

LEADER NETWORKの目的は、リーダーシップ育成に役立つ情報と
アイディアを提供することにあります。「ちょっとしたアイディ

ア」、本紙へのご提案、
または次号（2012年8月）
への掲載を希望されるト
ピックがありましたら、
ぜひお聞かせください。
宛先はleadership@lion-
sclubs .orgです。ご意見をお待ち 

しています！
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